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1. はじめに 

 液中でプラズマを生成する技術は，水処理

や排ガス処理などへの適用が期待され，様々

な方法が研究されている。液中でプラズマを

生成する技術として，プラズマ化する気泡を

ナノバルブにしたり，プラズマガスとしてヘ

リウムを加えたりする方法が研究されてい

る。我々は，ガス処理用を目的として，ガス

の種類や気泡の条件に影響されない水中で

のプラズマ生成技術を研究している。本報は，

誘電体バリア放電を活用した水中でのプラ

ズマ生成特性について報告する。 

 

2. 実験装置及び方法 

実験装置と電極部の拡大図を Fig. 1，Fig. 2

に示す。電極は，直径 1 mm の SUS 棒を埋

め込んだ石英板の片面に銅電極を取り付け

た吹出型の誘電体バリア放電電極となって

いる。石英板の厚みは 5 mmであり，吹出口

として直径 1 mmの穴を 3 か所開けてある。 

電極を蒸留水中に沈め，SUS棒と銅電極の

間に高電圧パルス電圧を印加して誘電体バ

リア放電によりプラズマを生成した。プラズ

マガスは，下方から吹出口に供給している。 
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Fig. 1 Experimental instrument 

パルス電源の幅(Tw)と周期(Tt)，ガス流量，ガ

スの種類を変化させて生成するプラズマの状

態を発光分析により確認した。 

Copper tape

Stainless steel pipe

Quartz board

Hole Φ1mm

ｄ

 

 Fig. 2 Electrode 

 

3. 実験結果 

 パルス電源の幅と周期を Tw=20,Tt=200 と

設定し，純窒素(流量: 1000 ml/min)でプラズ

マを生成した時の発光分光の結果をFig. 3に

示す。パルス電源のピーク電圧は 13 kVであ

る。発光分析では，主に N２のピークが観察

された。 

 現在，他の条件でのプラズマの状態を調査

するとともに，ガス処理への適用に向けた検

討を行っている。 
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Fig. 3 Plasma emission spectrum 
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